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Abstract
A ReW pOsitional information  in hydra ( bud forming capacity )
was examined,  using a new type of hydra tissue aggregate  which has
almost homogenious developmental gradient along its long axis.  This
aggregate conslsts of  many rlng―haped tissues,  which were exclsed
from a specified position on the body column,  grafted tandemly like
a chain of beads.   From the aggregate,  head―,  bud―and  foo ―type
structures were formed and  Rumber of these structures  was strongly
affected by the origin of the tissue  used to prepare the aggregate.
Evidence was obtained  which suggests that  the level of bud forming
capacity  forms a gradient  from the budding zone  toward the  hypo―
stome.  Evidence was also obtained  which suggests that the head and





























織の配列は壊さずに形態形成勾配を取り除 く新 しい方法を開発 した。その方














均一輪切 り切片集合体の作製方法を図1に示す。 1、 2、 3の何れかの部
位から切り出した (厚さは頭部から芽体までの長さの1/8)輪切 り切片を







































(1)端末頭部 :集合体の端に形成 される頭部  (2)端末足部 :集合体の
端 に形成 される足部  (3)触手環 :集合体の円周表面上に形成 される触手
(4)側方頭部 :集合体の側方 に形成 される頭部  (5)芽体 :通常の ヒド




は特に (3)～(6)の非端末構造 に注目 して解析を行 った。 また触手環は
側方頭部に転換する場合が多いため同一な ものとして扱 った。すなわち非端
末構造である「頭部 。芽体・足部」 という3種類の構造について形成頻度等
の検討を行 った。 これから後は、部位 1、 2、 3の切片からなる集合体を単
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図6 部位3の切片の部位 1、 部位2への移植
示す。頭部 と足部は主 として部位 1で
形成 される。頭部は2日目位か ら形成が始 まり、急激に増加 してい くが、や
がて増加が飽和 してい く。足部 は頭部に比べて遅れて形成が始まり (4日目)
、徐々に増加 していく。10日目においては、頭部 は足部の1.5倍ぐらい


























































く形成 されており、また他の構造 とは異な り部位3で最 も多 く形成 されてい
ることが分かる。
図5に10日目における頭部・芽体・足部の形成頻度の部位 1、 2、 3で
の相対的な違いを示す。頭部 と足部は部位 1で最 も多 く形成 され、部位 2で
も幾 らか形成 されるが、部位3では全 く形成 されない。 これに対 し芽体 は逆
に部位 3で最 も多 く形成 されており、部位 2、 1の順にほぼ直線的に減少 し
ている。
3.3 芽体形成の決定
図4から分かるように、芽体 は部位3で最 も多 く形成 されており、集合体
作製後 1日目で既にい くつかの芽体突起が形成 されている。 この時期には、
その他の構造は全 く現れていない。また部位3では芽体 しか形成 されない。
そ こで芽体の場合は、輪切 り切片を切 り出 した時点で既 に芽体形成が決定 さ
れていたという可能性が考えられる。
このことを確かめるために、図6に示す様に、部位3から切 り出 した輪切
り切片を他の個体の部位 1或は部位 2に移植 して芽体形成が起 こるかどうか
を調べた。その結果部位 1に移植 した場合は殆 ど芽体形成が起 こらなか った
が (7%)、部位 2に移植 した場合は40%位芽体形成が起 こった。 しか し
これらの値 は部位 3での芽体形成頻度1.3に比べるとかな り低い値 となっ
ており、また部位 1に移植するとほぼ完全 に芽体形成が抑制 されるとい うこ
とか ら、輪切 り切片を切 り出 した時点では芽体形成の強い決定はされていな
いと考えられる。
このことから、集合体上での頭部・芽体・足部の形成頻度の部位による違
いは、切片 を切 り出 した部位の組織の潜在的な構造形成能の違いであると考
え られる。 この性質を更に明確 にする



















































































































以上 ヒドラの均一輪切 り切片集合体から形成 される頭部・芽体・足部 につ
いて解析を行い、頭部 と足部の形成には相互作用があること、更に芽体形成
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